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は し が き

昭和62年2月 から7月 にかけて4次 にわた り、本市の

西端の本町に位置する 「橋波口遺跡」(京 阪電車 「西三

荘駅」南側)の 発掘調査を行い、数多 くの成果を得まし

た。本市としま しては初の奈良時代の 「甕棺墓」、それ

に平安時代後期のあま り類例のない 「穴遺構」な ど約

1,000点 の遺物が出土、年代 も弥生時代から江戸時代ま

での各時代のものがみられ、一括 して貴重な資料といえ

ます。

本市の発展にとって、文化は、不可欠の基盤 となるも

のであり、地域に点在する文化遺産の活用 ・保存などを

通 じ、地域の文化意識の醸成に努めることを基本目標に

掲げています。文化は、現在を生きる人々の思いと過去

に先人が残 した文化遺産 とが交流 し合った時、後世へ誇

りを持って継承 しうるものとして、新 しい息吹を持つ も

のとなるで しょう。

このように地域の文化創造の原点をふまえるという観

点か ら、改めて文化遺産の収集と保存 ・活用に努めてい

きたいと考えています。

この度 「橋波口遺跡発掘調査概要」を発刊するにあた

り、関係各位をはじめ多 くの方々にご協力をいただきま

したことを深 く感謝いた しますとともに、今後とも一層

のご理解ご協力をお願い申し上げる次第です。

平成4年8月

門 真 市 教 育 委 員 会

教育長 中 谷 決



例 言

1.本 書 は大 阪府 門真 市本 町8番 及 びg番 で

実 施 した共 同住 宅 ・店舗 ビル建設 に伴 う、

橋波 口遺跡発掘調査概要報告書 です。

2.調 査 にあ た って は、 原 因者 の方 々に多大

な協力を得 ま した。

3.現 地 調 査 は、 門真 市教 育 委員 会 社会教育

課(現 市史 編 さん課)宇 治 原靖 泰 が担 当 し、

昭和62年2月17日 に着手 し、 同年7月9日

に終 了 しま した。

4.本 書 の 編集 は教育 委 員会 で担 当 したが、

観察表作成には木嶋澄子 も参加 しま した。

5.調 査 ・整 理 には、寺 町節 生 ・新 谷真範 ・

秋 山由紀 ・畠中順子 ・宮本順子 ・田中順子

・小林秀隆 の協力を得 ました。

6.調 査 ・整理 にあた り、水 野 正 好(奈 良大

学)・ 田代克 己(手 塚 山短 期 大学)、 菱 田

哲 郎(京 都大 学)の 各 氏 よ りご教 示 を得 ま

した。

ここに記 して感謝の意を表 します。

なお、本書 は原因者(四 者)で 発 行 しま した 。
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位 置 と 環 境

橋波口遺跡は、大阪府門真市の西端(門 真市本町)に 位置 し、弥生時

代中期から近世の遺物が出土する複合遺跡である。

本遺跡は河内潟の北岸に位置 し、その沿岸に形成された微高地上に立

地する。大阪市の森小路遺跡 ・守口市の長池町遺跡 ・橋波西之町遺跡 ・

門真市の普賢寺遺跡 ・古川遺跡なども河内潟沿岸の遺跡とみることがで

きる。

本遺跡の東から南に接 して本町遺跡がある。本遺跡より少 し遅れて発

見された遺跡であるが、古墳時代から中世の資料が出土している。

また西に接して、弥生時代から近世の資料が出土している橋波東遺跡

がある。これらの遺跡は立地、出土資料の状況から見て同一遺跡とみて

よいように思われる。

本遺跡の北西に接 している西三荘遺跡は、淀川の自然堤防上に立地す

る別の遺跡と考えられる。
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調 査 の 概 要

第1次 調 査(図2・4図 版1～3)

調 査区 は遺跡 の北西の端 にあたる。ここに店舗 ビル建設の計画が提出

されたため、試掘調査の後、発掘調査を実施することとなった。調査面

積は約100㎡ であ る。

調 査地の北側 は、京阪電車西三荘駅があり、西は守 口市橋波東之町に

接 している。

土 層(図3)

調査地 の地表 は ほぼ水平で、T.P.+2mを 測 るが 、lm近 く盛土 され

て いた り、近代以 降の洪水時の ものと考え られる砂が0.5m余 りの厚 さ

で認 め られ る。

本調査地 の地 山は淡黄灰色微砂層で、遺構は地 山のやや上層に形成 さ

れているが、複雑な層位を示 し、水の影響を受けやすい土地であったよ

うである。

遺 構 ・ 遺 物(図2・12図 版1～3)

3面 の遺構面 を検 出 したが、第1面 は近世以 降で、第2・3面 は中世

であ る。報告で は第3面 を図示 し、説 明を加 え るこ ととす る。

溝 北西か ら南東方向に流れていた溝で、調査地の中央付近で直交す

る近世以降の水路 に切 られている。幅1.8m、 深 さ0.3mを 測 る。瓦器

婉 ・土師質皿 な どの土器の他、馬の骨が出土 した。

竹の列(図 版2)東 西方 向に数 本の竹 を一列 に地面 に立てた もので

ある。竹は先を斜めに落 とし、地面 にささりやす くした ものである。
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祭祀に関係するものと考えられるが、時

期不明である。

小 結

本調査は橋波口遺跡で初めての本格的

な発掘調査である。しか し調査地の半分

近 くが近世以降の水路で占められ、明瞭

な遺構は溝だけであった。

遺物は中近世を中心に、コンテナ5箱

分が出土 した。溝からは馬の骨がややま

とまって出土しているが、本市で初めて

のものである。

図12第1次 調査出土遺物実測図

調査終了後、地山の砂層にたちわりを入れたところ、噴砂跡を確認 し

た。中世頃の地震の跡とみられる。

第2次 調 査(図5)

調査地は橋波口遺跡の南西端にあたる。この場所に共同住宅建設の計

画が提出されたが、調査前に着工されてしまった。その後原因者と協議

を行い、基礎工事で攪乱されていない部分にA～C3か 所の調査区を設

け発掘調査を行った。調査期間は昭和62年3月3日 か ら同年3月14日 ま

でである。
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遺構 と遺物

調査区はいずれ も一辺が4～2.5m四 方 と狭小 なため、 あま り成果 は

なか った。遺構 は、A、B区 で溝状の落込 を検 出 した。 中世の もの と考

え られる。

遺物 は、中世か ら近世の土器の破片 と馬の骨が出土 した。

第4次 調 査(図3・4図 版3)

調査地は第1次 調査 の東 隣で あ る。 ここに店舗 ビル建設の計画が提出

されたため、発掘調査を実施することになった。調査期間は昭和62年6

月29日 か ら同年7月10日 までで あ る。調査面積 は約130㎡ である。

土層(図4)

地表面 は、T.P.+2.1mを 測 り、ほぼ水平 であ るが、盛土が南側で約

0.5mな のに対 し北側で はlm程 度 ある。 これは蘊 地の23が 水路 や湿

地 で あ ったためで ある。遺構のある南側 も、やや複雑な堆積を示 し、水

の影響を受けやすい土地であったようである。地山は第1次 調査 と同 じ

淡黄灰 色微砂層 で ある。

遺構 ・遺物(図 版3)

遺構 は灰茶色砂質 シル ト層か ら径1.Om、 深 さ0.3mの 土壙 と径0.55

rnの 素掘 の井戸 を検 出 した。 どち らも遺物は出土 しなかったが、近世以

降のものと考え られる。

出土遺物 は中 ・近世土器 と近世以降の木製品があるが、図化できるも

のはなかった。
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図2第 正次調査平面図 一6一



図3第4次 調査平面図 一7一



状に多量の緑灰色粘土がはいる)

多量の粒状マンガンが混じる)

にシル トが混 じる)

炭 ・若干の粒状マンガンが混 じる)
6暗 茶褐色砂質シル ト(多量の粒状マ ンガン1～2mmの 粒 混じる)

7暗 緑灰色シル ト質粘土(多 量の粒状マンガン植物遺体)

8淡 黄灰色粘土(若 干の粒状マンガンを含む)9緑 灰色粘土

10暗 緑灰色シル ト混じり細砂(砂 にマンガン混じる)

11淡 緑灰色シルト混じり粘土(多 量の炭 ・植物遺体混 じる)

12淡 緑灰色シル ト質粘土(植 物遺体多い)

揖 灘 默 懿 麟;こ 淡青灰色シルト 植゚物遺体が走・・多量の金黷 母を含む・
15灰 青 色微砂(上 層に茶褐色シル ト・植物遺体が帯状に走る)

T辿 こ＼

① 埋 土

② 茶灰色砂質粘土

③ 淡灰緑色微砂(多 量の粒状マンガン・若干の金雲母の粉がまじる)

④ 緑灰色粘土

⑤ 灰茶色砂質シル ト(多 量の粒状マンガン・若干の礫がまじる)

⑥ 暗青灰色シル ト

⑦ 淡黄緑色微砂

⑧ 灰褐色砂質シルト・(多量の粒状マンガンを含む)

⑨ 灰緑色シル トまじり微砂(若 干の粒状マンガンを含む)

⑩ 灰緑色砂質シル ト

⑪ 緑灰色シル ト質粘土(多 量の粒状マンガンを含む)

⑭ 淡灰緑色細砂

⑰ 暗灰褐色シルト質粘土(若 干の粒状マンガンを含む)

⑳ 淡緑灰色粘土

⑳ 灰色微砂

⑳ 暗灰褐色粘土

⑳ 暗緑灰色シル ト質粘土

⑳ 茶灰色砂質シル ト(多 量の粒状マンガンを含む)

齧 驪 莅紬 躑 総 脚 下層1ま鰍 多量のマ・ガ・を含む・
⑳ 淡緑灰色粘土(多 量の炭が混じる)

図4第1次 調査西壁断面図(上)・ 第4次 調査東壁断面図(下)

0
5m一
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Aト レ ンチ
Bト レンチ

TP+ .L塾 ＼

南壁

Cト レ ンチ

北壁

① 埋土

② 暗灰色土

③ 緑灰色砂混 じりシル ト(若 干の植物遺体、1～2mmの 礫が混 じる)

④ 暗灰褐色粘質シル ト(若 干の金雲母、植物遺体が混 じる)

⑤ 暗緑灰色シル ト質粘土

⑥ 暗緑灰色粘質シル ト(多 量の金雲母 ・黒雲母が混 じる)

⑦ 淡緑灰色微砂(多 量の金雲母 ・黒雲母が混 じる)

① 埋土

② 暗灰色土(耕 土)

③ 茶灰色砂質土

④ 灰色 シル ト

⑤ 緑灰色粘土

⑥ 淡緑褐色シル ト

⑦ 淡灰色シル ト(床 土)

⑧ 茶灰色 シル ト

⑨ 緑灰色シル ト質粘土

⑩ 暗灰褐色粘質 シル ト

⑪ 緑灰色雲母混 じりシル ト

図5第2次 調査平面 ・断面図(上 が北) 一10一



小 結

本調査地の23は 湿地 ・水路で占め流 残りも..こ 遡る黼 が見ら

れなかったことなどから、近世頃まで生活に向かない不安定な土地では

なかったかと思われる。

第3次 調 査(図6～11、13～20図 版4～22)

本調査地 は遺跡の東端に位置するが、第1次 調査 場所 と30m程 度 の距

離 で あ る。 ここに共 同住宅建設の計画が提出されたため、試掘調査の後、

発掘調査を実施することとなった。

調査期間は昭和62年5月18日 か ら同年6月19日 までであ る。調査面積

は約250㎡ である。

土層(図7)

調査地 の地表 はT.P.+2rn余 りで ほぼ水平 であ る。0.4rn余 りの盛 土

を取 り除 けば 中世 の包含層 とな り、安定 した堆積を している。地山は黒

褐色粘土および暗灰褐色粘土層で、奈良時代の生活面 とみ られる。その

後、洪水があったようで、調査地の東側で砂が約0.2mの 厚 さで堆積 し

て いる。平安後期か ら中世の遺構が検出された灰褐色砂質 シル ト、茶灰

色砂質土層は削平を受けている。

遺構(図6図 版4～8)

調査 地の やや西 よ りで溝(溝 一1)、 中央付近 で灰 の詰 ま った穴 、や

や北東 よりで井戸(井 戸 一1)と 甕棺墓(墓 一1)を 検 出 した。
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図6第3次 調査平面図 一12・13一



図7第3次 調査断面図

⑪ 埋土

① 灰褐色土(床 土)

② 茶灰色砂質シルト

③ 暗茶灰色砂質シルト

④ 淡灰色砂質シルト

⑤ 灰褐色微砂1

⑥ 茶灰色微砂}溝1

⑦ 黒褐色灰混じり微砂丿

韈1齋榊
⑬ 灰色砂質シルト

⑭ 黄灰色砂質シルト

⑮ 暗灰緑色シル ト

⑯ 灰褐色砂質シル ト

⑰ 茶灰色砂質土(多 量の礫 〈2～10㎜〉が混じる)

⑱ 暗灰色細砂

⑲ 暗褐色粘質シルト

⑳ 茶灰色粗砂

⑳ 灰褐色中砂

⑳ 灰色中砂

⑳ 灰色細砂

⑳ 暗黄褐色微砂

⑳ 暗緑褐色粘土

⑳ 緑灰色粘土

⑳ 灰褐色粘土

⑳ 淡緑灰色微砂

⑳ 黒褐色粘土

一14.15一



1.暗 灰色粘質 シル ト

2.暗 灰褐色粘土

3.暗 緑灰色 シル ト質粘土

4.暗 緑灰色砂質シル ト

5.緑 灰色 シル ト混 じり微砂

6.緑 灰色微砂

7.緑 灰色 シル ト混 じり微砂

8.暗 緑灰色シル ト

9.暗 灰褐色粘土

゜-ln

図8墓 一1平 面図 ・断面図 一16一



墓一1南 北約1.8m、 東西約1.6m、 深 さ約0.6mの 円形の掘方 に

砂 を入れ 、 中央 に径0.8m、 深 さ0.3mの 据方 を掘 り、須恵器の甕 を棺

と して据えた甕棺墓である。棺の大 きさか ら小児の墓 と考え られる。甕

の棺は復原高が0.43rnあ るので 、墓 には封土が あ った と思われる。棺の

まわ りには須恵器の鉢 ・坏 ・甕 ・土師器の壺 ・坏 ・高坏の破片が散乱 し

ていた。副葬品、棺の蓋 と考え られる。また埋土か ら胡桃、瓢箪、桃の

核が出土 した。掘方の底 には多数の足跡が残 っていた。

井戸一1径0.4mの 曲物 を積 み、井筒 と した井戸 である。検 出面で

の掘方は径0.95m、 深 さ1.Omを 測 る。砂層 に達 してお り、 この層が湧

水層 と考え られ る。出土遺物は底か ら須恵器高台付坏が出土 している。

灰の詰 まった穴 径約4m、 深 さ1.2mの 擂 鉢状 の大 きな穴 であ る。

埋土 は灰 で、大量の土器 とともに、桃の核、焼土、若干の木製品が含ま

れていた。埋土は5層 に分層 で きたが 、出土層 に関係な く同一個体の土

器が含まれていたたあ、 ごく短期 間に埋め られた ものと考え られ る。ま

た婉 ・皿類は完形の ものが多 く、二次的に火にかか っているものも見受

けられた。また釜類以外あま り使用 されていないようである。

遺構の特異な状況か ら、火を使 う祭祀が行われた後、土器な どを灰 と

ともに穴に埋めたのではないか と考え られる。

i-1南 北方向の溝で、検 出幅2～2.5m、 深 さ0.2mを 測 るが 、

南端 で0.4m近 く残存が認め られ 、相 当な削平 を受 けていると思われ る。

弥生土器壷、須恵器高坏、土師器皿、瓦器婉 ・皿等が出土 した。埋土は

黒灰色灰混 り微砂である。

遺物 遺物はコンテナに60箱 分 出土 した。弥生 時代 中期 か ら近世 まで、
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TP+1.Om

0 lm

一 … 一 一 …

1.暗 緑灰色粘土2.暗 緑灰色粘質シル ト

(ブロック混 じり)

5.暗 灰褐色粘土6.緑 灰色粘土(多 量の炭混 じり)

8.緑 灰色粘質シル ト9.淡 緑灰色 シル ト混 じり微砂

(若干の植物遺体混 じり)

3.茶 褐色細砂4.淡 緑灰色微砂
(砂粒乱れる)

7.灰 褐色粘土(若 干の炭混 じり)

10.淡 緑灰色微砂

(金雲母 ・植物遺体混 じり)

図9井 戸 一1断 面図

撹乱

1.灰 褐色砂混 じりシル ト

2.暗 灰褐色灰混 じりシル ト
(多量の灰が混 じる)

3.緑 灰色 シル ト混 り微砂

(若干の礫 ・炭を含む)

4.茶 灰色灰混 じりシル ト
(炭が混 じる)

5.黒 灰色灰(多 量の炭が混 じる)

6.灰 褐色植物遺体混 じりシル ト

7.淡 緑灰色微砂

oim
一

図11灰 の詰 まった穴 断面図
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羮

賢 ＼

図10灰 の詰 まった穴平面図 ・遺物出土状況図

ほぼ各時代の ものが出土 している。弥生土器は溝一1か ら出土 した もの

で、生駒 西麓産 の無頸壺 とみられ る。墓 一1出 土 の鉢 は鉄鉢 を模 した も

ので 、陶 邑産の優品である。

灰の詰まった穴か らは、土師器小皿 ・大皿、瓦器婉 ・皿、土師器甕、

土師器羽釜が出土 した。土師器小皿では 「て」字状口縁をなす ものか ら、

直線 的な口縁をなす ものまでみ られるが、口径はほぼ9～10cmの 範 囲 に

お さま り、胎土 は しっと りとした感 じをもっている。土師器大皿は小皿
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ほど形態に変化はな く、口径 は15cm前 後 であ る。 口縁 部の ヨコナデが二

段の ものも認あ られる。大皿 ・小皿 とも朱彩を施 した ものがあるが、火

にかか っているものがかな りあ り、実態はよ くわか らない。

瓦器は婉 と皿が出土 したが、皿 は高台付 と高台な しが各一点である。

婉はいずれもしっか りした高台を有す るもので、口縁部 内面に沈線を有

するものとないものがある。内外面にヘラミガキ(暗 文)を 施 してお り、

特 に内面 は表現 できないほど密に施 しているもの もある。形態 ・手法 に

差がみ られ、複数か ら供給 された と考え られる。

{-1出 土 の瓦器婉 は高台 に変 化が み られ、ヘラ ミガキ もやや雑にな

っている。

小 結

今回の調査は、奈良時代の甕棺墓をはじあ、奈良から平安時代初頭頃

の井戸、平安時代後期の直径4rnの 灰の詰まった穴と中世の溝を発掘す

るという多大な成果があった。

墓と井戸は奈良時代か ら平安時代にかけ、周辺に有力者を含む集落が

あることを示 し、灰の詰まった穴は、平安時代後期に行われた盛大な火

を使う祭祀の様子を彷彿させるものである。

今後はこれ らの遺構を残 した集落の発見に努め、遺跡の全容を明らか

にしていかなければならない。
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表1墓 一1出 土土器観察表

器 法量(cm) 胎

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考番号
種
器形
口径 器高 土

土 。10YR7/2

1 師 坏 14.6 3.5 ・口縁部は直線的に立ち上がる。 。口縁 体部 は ヨコナ デ。 にぶい黄橙。 密 ・黒班が あ る。

器

。口縁部は直線的に立ち上がる。 。囗頚 部 は ヨコナデ。 。10BG5/1

2 須 甕 22.2 42.5 。口縁端部は面をもっ。 。体 部 ・底部 はタ タキ。 青 灰。 密 。棺 に使 用。
。体部はなで肩で底部は尖 りぎみの丸底。 ・横方向にカキメを施す。

3 恵 坏 底径 。高 さ().9cmの 内弯 す る高 台が つ く。 。N6/灰 。 密
9.8

器 。体部は内弯する。 。体部外面は回転ヘラ削り。 。ていねいに仕上げて

4 鉢 19.4 10.7 。底部は鋭 く尖る。 。底部に手持ちヘラ削り。 ・N7/灰 。 密 い る。

。内面 は ヨコナデ とナデ。

表2灰 の詰まった穴 出土土器観察表

器 法 量(cm) 胎
番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

5 。口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.6 1.9 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 。了.5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOA)

6 ・口縁部は強 く外反する。 ・口縁 部 は強い ヨコナ デ。

小皿 9.8 1.8 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 ・。底部 内面 はナデ。 。2.5Y8/2灰 白 。密
(OOA) 土 。底部外面は指頭圧痕。

7 ・口縁部は直線的に立ち上がる。 。体部 内面 は ヨコナデ。 。赤橙色の彩色を施す。

小皿 9.4 1.8 。口縁端部 は少 し外へっまみ出す。 。底部内面はナデ。 。10YR6!1褐 灰 。 密 。スス付着 。

(●C) 。底部外面は指頭圧痕。

8 。口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨ コナ デ。

小皿 9.2 1.7 。口縁端部 は内側に折 り返 し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。7.5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOA) 。底部外面は指頭圧痕。

9 。口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強 いヨ コナデ。

小皿 9.8 1.8 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 。10YR8;'2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOA) 。底部外面は指頭圧痕。

10 ・口縁部の外反 は弱い。 。体 部内面 は ヨコナ デ。

小皿 9.2 2.0 。口縁端 部 は肥厚気 味。・ 。底部外面は指頭圧痕。 。7.5YR8/1灰 白。 密
(●B)

11 師 ・口縁部は外反する。 。囗縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.8 1.9 ・口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 ・体 部内 面 はヨ コナ デ。 lOYR8/1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOB) 。底部外面は指頭圧痕の後ナデ。

12 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.8 z.a 。口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 。体 部 内面 はヨ コナ デ。 。7.5YR8/2灰 白 。密
(OOB) ・底部外面は指頭圧痕。

13 。口縁部は直線的に立ち上がる。 ・体部 内面 はヨ コナデ。 7.5YR8'3

小皿 9.0 1.8 。口縁端部は肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

(●C)

14 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.5 1.8 ・口縁端部側面に面をつくる。 ・端部側面にも強 くヨコナデを施す。 。7.5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOA) 。体部 内面 は ヨコナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

15 。口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.6 1.8 。口縁端部は肥厚気味。 。体部 内面 は ヨコナデ。 。10YR8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OOA> 。底部外面は指頭圧痕。

16
器

。口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨコナデ。 。内面10YR8!3

小皿 9.8 2.0 。口縁端部 は内側に折り返 し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

COA) c外 面

10YR8/1灰 白。

17 。口縁部は外反する。 ・口縁 ・体 部内面 は ヨコナデ。

小皿 9.7 i.s 。口縁端部は丸くおさめる。 。底部内面はナデ。 。10YR8%1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OC) 。底部外面は指頭圧痕。
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器 法量(cm) 胎
能番号 器形 形.一 、 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考

種 口径 器高 土

18 。口縁部は直線的に立ち上がる。 ・囗縁 ・体部 内面 はヨ コナ デ。

小皿 9.7 z.o 。口縁端部は丸 くおさめる。 。底部外面は指頭圧痕。 。2 .5Y8〆1灰 白 。密
(●C)

19 。口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.7 1.7 。口縁端部側面に面をつくる。 。端部側面に強 くナデを施す。 。2.5Y8;`1灰 白 。 密 。ス ス付着 。

(OA) ・体部 内面 はヨ コナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

20 。口縁部はやや外反する。 。口縁部 はや や強 いヨ コナデ。

小皿 9.0 1.7 。口縁端部は肥厚気味。 ・体部内 面 はヨ コナ デ。 。2.5Y8 .〆2灰白 。密
(OB) 。底部外面は指頭圧痕。

一一一 一　 　 一

zi 。口縁部は外反する。 。囗縁部 はや や強 いヨ コナデ。

小皿 9.0 i.s 。口縁端部は肥厚気味。 。体部内 面 はヨ コナ デ。 。2.51'8〆1灰 白 。密
COB) .底部外面は指頭圧痕.1

22

土
・口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

i
小皿 9.8 1.9 。口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 。体部内面 はヨ コナ デ。 。2.5Y8:`1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OA) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

23 。口縁部は直線的に立ち上がる。 。口縁 ・体部 内面 はヨ コナ デ。

小皿 9.5 2.0 。口縁端部は少 し外へっまみ出す。 。底部外面は指頭圧痕。 。7 .5SR8;2灰 白, 密 。赤橙色の彩色を施す.

(●C)

24

COB)
小皿 9.8 1.9

。口縁部 は外反する。

。口縁端部は少 し外へっまみ出す。

。口縁部 はやや 強 いヨ コナ デ。

。体 部内面 は ヨ コナ デ。

。底 部内面 は ナデ。

2.5}.、藩 。赤橙色の彩色を施す。

。底部外面 は指頭圧痕。
「一

25 。口縁部 はやや外反する。 。口縁 ・体 部内 面 はヨ コナ デ。

小皿 9.9 1.6 。口縁端部は少し外へっまみ出す。 。底部外面は指頭圧痕。 。7.5SR8%2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(●C)

26 。口縁部 は強 く外反する。 。口縁 部 は強 い ヨコナデ。

小皿 10.0 1.6 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 。101'R7/1灰 白, 密
(OOA> 師

z7 ・口縁部 は外反する。 ・口縁 部 はやや 強い ヨ コナ デ。

小皿 9.5 1.6 。口縁端部は肥厚気味。 ・底部内面はナデ。 。7 .5YR8/1灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。
(OOB) ・底部外面は指頭圧痕。

28 ・口縁部はやや外反する。 ・口縁 部 はやや 強い ヨコナ デ。

小皿 9.8 1.3 。口縁端部は肥厚す る。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 。7,5YR8!2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。
(OOB) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

一 一

29 。口縁部は強 く外反するQ 。口縁 部 は強 い ヨコナデ。

小皿 10.1 i.s 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 。5Y8,!2灰 白 。 密
(OOA) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

30 ・口縁部は外反する。 。口縁 部 はやや 強い ヨコナ デ。

小皿 9.9 1.8 。口縁端部は肥厚気味。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 ・2.5Y7〆1灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(OOB) 。底部外面は指頭圧痕。

31 。口縁部はやや外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.4 1.7 。口縁端部は肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 。2.5Y8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。
(OOB) 器 。底部外面は指頭圧痕。

32 。囗縁部はやや外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.7 1.7 。口縁端部は肥厚気味。 。体部 内面 は ヨコナ デ。 。7.5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。
(●B) 。底部外面は指頭圧痕。

33 。口縁部はやや外反する。 。囗縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.5 1.6 。口縁端部は肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナデ。 。7.5YR8!2灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(sOB) 。底部外面は指頭圧痕。

34 。囗縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨ コナ デ。

小皿 9.8 1.3 。口縁端部は肥厚気味。 。体部 内面 は ヨコナデ。 ・2.5Y812灰 白。 密
(OOA 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

35 ・口縁部はやや外反する。 ・口縁部 はやや強いヨコナデ。

小皿 10.0 1.4 ・口縁端部は少 し外へっまみ出す。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 ・IOYR8/2灰 白。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(●B) 。底部内面はナデ。

・底部外面は指頭圧痕。
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器 法量(Cm) 胎
番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

36 。口縁部はやや外反す る。 ・口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 10.2 1.4 。口縁端部 は丸 くおさめる。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。7.5YR811灰 白 。密
(●B) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

37 ・口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強 い ヨコナデ。

小皿 10.0 1.8 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚す る。 。体部 内面 は ヨコナデ。 ・2.5Y8/2灰 白 。密
(OOA) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

38 ・口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨコナデ。 。赤橙色の彩色を施す。

小皿 9.2 1.7 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。底部内面はナデ。 。了.5YR8/2灰 白 。密 。籾 痕が2つ ある。

(OA) 。底部外面は指頭圧痕。

。体部 内面 は ヨコナデ。

39 土 。口縁部は外反する。 。口縁端部側面にナデ面。 。r .5YR8〆3

小皿 9.5 i.s 。口縁端部側面 に面をつける。 。体部 内面 は ヨコナデ。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

COB) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

40 。囗縁部はやや外反する。 。口縁 部 はやや強 い ヨコナデ。

小皿 io.i i.s ・口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。7.5YR8〆2灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。

(●B) ・底部外面は指頭圧痕。

41 。口縁部 は強く外反する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。赤橙色の彩色を施す。

小皿 9.9 1.6 。口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 ・7.5YR8/2灰 白 。密 。全体にススが付着

LOA) 。口縁端部側面に面をっける。 。口縁 部 は強 いヨコナ デ。

。口縁端部側面にナデ面。

42 。口縁部は強く外反する。 。口縁 部 は強 いヨコナ デ。

小皿 9.6 i.s 。口縁端部は肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。2 .5Y8/2灰 白 。密
LOA) 。底部外面は指頭圧痕。

43 。口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 いヨコナ デ。

小皿 9.5 1.7 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 ・体 部内面 は ヨコナデ。 。2.5Y8/1灰 白 。密
COA) 。底部外面は指頭圧痕。

44 師 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 いヨ コナ デ。

小皿 9.5 1.7 。口縁端部は肥厚気味。 。体 部 内面 はヨコナデ。 。2 .5Y8/1灰 自 。密 ・紅色を施す。
(OA) 。底部内面 はナデ。

。底部外面 は指頭圧痕。

45 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.8 i.s 。口縁端部 は内側に折 り返 し肥厚する。 。体 部 内面 はヨコナデ。 。2.5Y8/2灰 白。密
COB) 。底部外面は指頭圧痕。

46 。囗縁部はやや外反する。 ・口縁部 ・体 部内面 は ヨコナデ。

小皿 9.8 2.0 。口縁端部 は肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 。2.5Y8/1灰 白。密 ・底部に籾痕あり。

(●C)

47 ・口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.9 1.8 ・口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体部 内面 はヨ コナ デ。 。了.5tiR8/2灰 白。 密 ・赤橙色の彩色を施す。

(OA) 。底部外面は指頭圧痕。

48 。口縁部は外反する。 。口縁 部 はやや強 いヨ コナ デ。

小皿 9.4 1.7 。口縁端部は肥厚気味。 。体部 内面 はヨ コナ デ。 。7 .5FR8/2灰 白。 密 ・赤橙色の彩色を施す。

COB) 。底部外面は指頭圧痕。

49 。口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

器 小皿 9.6 1.7 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 ・7 .5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(Os) 。底部外面は指頭圧痕。

50 。口縁部 は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨコナデ。

小皿 9.2 1.4 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部内面はヨコナデ。 。5YR8/3浅 橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

(OA) 。底部外面は指頭圧痕。

51 。口縁部はやや外反する。 。口縁 部 ・体部内面 は ヨコナ デ。

小皿 10.2 2.1 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 ・底部外面は指頭圧痕。 。2.5Y8〆2灰 白 。密 。底 部 に籾痕 あ り。

(●C)

52 。口縁部は外反する。 ・口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.6 1.7 。口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナデ。 ・2.5Y81/2灰 自 。密
(OB) 。底部外面は指頭圧痕。

53 。口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強い ヨコナ デ。

小皿 9.2 1.6 ・口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ。 。7.5YR8/2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OA)
'

。底部外面は指頭圧痕。
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器 法量(㎝) 胎
番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

54 。口縁部はやや外反す る。 。口縁 部 ・体部 内面 はヨ コナ デ。

小皿 9.6 1.6 。体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。底部外面は指頭圧痕。 ・10YR8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(●C) 。口縁端部側面にナデ面をっくる。

55 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.2 1.8 。口縁端部 は内側に折 り返 し肥厚気味。 。体 部内面 は ヨコナデ。 。10YR8/2灰 白。密
COB) 。底部外面は指頭圧痕。

56 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 いヨ コナ デ。 。10YR4/3

小皿 9.6 1.6 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。
(On) 。底部外面は指頭圧痕。

57 土 。口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。 。7 .5YR8/3

小皿 9.4 1.2 。口縁端部は肥厚気味。 。体 部内面 は ヨコナデ。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

COB) 。底部外面は指頭圧痕。

58 。口縁部はやや外反する。 。口縁 部 ・体部 内面 はヨ コナデ。

小皿 9.7 1.7 。口縁端部は折 り返 し肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 。7.5YR8/1灰 白。 密
(OC)

59 。口縁部は直線的に立ち上がる。 。口縁部 ・体部 内面 はヨ コナデ。

小皿 9.1 i.i 。口縁端部は外に折 り返 し気味。 。底部外面は指頭圧痕。 。10YR8!2灰 白。密 ・赤橙色の彩色を施す。

(●C)

60 。口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 10.0 1.8 。口縁端部は内側に折 り返 している。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 。2.5Y8、 〆2灰 白。 密 ・炭 化物、 漆が 付着。

COB) ・底部外面は指頭圧痕。

si 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 いヨ コナデ。

小皿 10.0 i.s 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ。 。2 .5Y8;'2灰 白。 密
(OA) 。底部外面は指頭圧痕。

62 。口縁部はやや外反する。 。口縁 部 ・体部 内面 は ヨコナデ。

小皿 9.8 1.6 ・口縁端部は肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 ・2 .5Y8/1灰 白。 密
(OC)

63 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 いヨ コナデ。

小皿 9.8 1.8 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 。10YR8/2灰 白。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(OA) 師 ・底部外面は指頭圧痕。

64 。口縁部は外反する。 。口縁部 はやや 強い ヨコナ デ。

小皿 9.9 1.6 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 101'R8!1灰 白。密
(OOB) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

65 。口縁部はやや外反する。 。口縁 ・体 部内面 は ヨコナ デ。

小皿 9.3 1.6 。体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。底部内面はナデ。 。7 .5¥R8/1灰 白。 密
(●C) 。口縁部 は丸 くお さめ る。 。底部外面は指頭圧痕。

ss ・口縁部は外反する。 。口縁部 はやや 強い ヨコナ デ。

小皿 9.了 1.5 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 ・了.5FR8/2灰 白。 密
(OOB) 。底部外面は指頭圧痕。

67 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 いヨ コナデ。

小皿 9.8 i.s ・口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 。7 .5YR8/1灰 白 。密
(OOA) 。底部外面は指頭圧痕。

ss 。口縁部はやや外反する。 。口縁 部 ・体部 内面 は ヨコナデ。

小皿 9.3 1.6 。口縁端部は肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 ・7 .5YR8〆2灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(●C)

69 ・口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強 いヨ コナ デ。

小皿 9.8 1.8 。口縁端部 は内側に折 り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ。 ・7.5YR8/1灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。
(OOA) 。底部内面はナデ。

器 。底部外面は指頭圧痕。

70 。囗縁部はやや外反す る。 。口縁 部 ・体部 内面 はヨ コナデ。

小皿 s.z 1.6 。口縁端部 は内側に肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 。5YR8/2浅 灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。
(●C)

71 。口縁部は強 く外反す る。 。口縁 部 は強い ヨ コナ デ。

小皿 9.4 1.8 。口縁端部は内側 に折 り返 し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。5YR8/3淡 橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。
(OOA) 。底部外面は指頭圧痕。

72 。口縁部 は強 い ヨコナデ。 。囗縁 部 ・体部 内面 はヨ コナ デ。 7.5YR8/3
小皿 9.7 1.5 。体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。底部外面は指頭圧痕。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。

(●C) 。口縁部は丸 くおさめる。
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器 法量(㎝) 胎

形 能 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考番号 器形 「い

種 口径 器高 土

73 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.2 1.8 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 ・10YR8/1灰 白。密 ・赤橙色の彩色を施す。

(OOB) ・底部外面は指頭圧痕。

74 ・口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨ コナ デ。

小皿 9.5 i.a 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体部 の 内面 は ヨ コナ デ。 。2.5Y8/2灰 白。 密

COOa> 。底部外面は指頭圧痕。

75 。口縁部はやや外反する。 。口縁 部 ・体部 内面 はヨ コナ デ。

小皿 9.5 1.9 。体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。底部外面は指頭圧痕。 。10YR8/2灰 自。密 、

<OOC) 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。

76 。口縁部はやや外反する。 。口縁部 ・体部 内面 はヨ コナデ。

・同一 工人 か

土 小皿 9.1 一 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 。IOYR8/1灰 白。密 '

(●C)

了7 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 9.9 i.s 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナ デ。 。10YR8/1灰 白。密

(OOA) ・底部外面は指頭圧痕。

78 。口縁部はやや外反する。 。口縁部 ・体部 内面 は ヨコナデ。

小皿 9.8 1.8 。口縁端部は肥厚気味。 ・底部外面は指頭圧痕。 。2.5Y8!2灰 白 。密

(●C)

79 。口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。

小皿 10.8 11.0 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚す る。 。体部 内面 はヨ コナ デ。 。了.5YR8ノ'2灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

cony ・底部外面は指頭圧痕。

80 。口縁部は直線的に立ち上が る。 。口縁 部 ・体部 内面 は ヨコナデ。

小皿 io.s o.s ・口縁端部はやや外反 し丸 くおさめる。 。底部外面は指頭圧痕。 ・2 .5YR了/6橙 。 密 。赤橙色の彩色を施す。

(●C)

81 。口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.了 i.s 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。7 .5FR8/2灰 白 。密 ・赤橙色の彩色を施す。

COs> 師 。底部外面は指頭圧痕。

82 。口縁部は強 く外反す る。 。口縁 部 は強い ヨコナ デ。

小皿 10.0 1.了 。口縁端部は肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ。 。7 .5YR8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

COA) 。底部外面は指頭圧痕。

83 。口縁部は外反する。 。口縁部 はやや 強い ヨコナデ。

小皿 9.8 1.了 。口縁端部は内側に折 り返す。 ・体部 内 面は ヨコナ デ。 。2.5Y8!2灰 臼。 密
COB> 。底部外面は指頭圧痕。

84 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 10.0 1.4 ・口縁端部は少し内側に折 り返す。 ・体 部 内面 はヨコナ デ。 。10YR8,'2灰 白 。密

COB) 。底部外面は指頭圧痕。

85 。体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。体部 内面 はヨ コナ デ。 。7.5YR了11 。内面2/3に 炭 化物。

大皿 15.2 3.3 。口縁鱸部は反り気味に丸くおさめる。 。底部内面はナデ。 明褐灰。 密 。破片により色が異な

D .。底 部外 面 は指 頭圧痕 。 る。

。口縁部 は一段 の ヨコナデ。

86 ・体部 はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。体部 内面 は ヨコナデ。 。内外面にスス付着。

大皿 14.7 3.5 。口縁端部は丸 くおさめる。 。底部内面はナデ。 ・5YR7;1明 褐 灰。密 ・紅色を施す。

D 。底部外面は指頭圧痕。

器 。口縁 部 は一段の ヨ コナデ。

87 。体部はゆるやかに内弯して立ち上がる。 ・体部 内面 は ヨコナデ。

大皿 14.6 3.1 。口縁端部は丸 くおさめる。 。底部内面はナデ。 。2.5Y8/2灰 白 。密
。底部外面は指頭圧痕。

。口縁 部 は一段 の ヨコナデ。

88 Q体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。体 部内 面は ヨコナ デ。 。紅色を施す。

大皿 15.2 3.4 。口縁端部は丸くおさめる。 。口縁部 は一段 の ヨコナデ。 。7.5YR8/1灰 白。 密 。破片により色が異な

D 。底部内面はナデ。 る 。

。底部外面は指頭圧痕。

89 ・体部はやや直線的に立ち上がる。 ・口縁部 は二段 の ヨコナデ。

大皿 15.5 3.5 。口縁端部は反り気味に丸くおさめる。 。体部内 面 はヨ コナ デ。 ・2.5Y8/2灰 白。 密 。内面に炭化物。

E 。底部内面はナデ。
・底部外面は指頭圧痕。

90 。体部 はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。口縁部は二段のヨコナデ。

大皿 ユ5.2 3.5 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部内面はヨコナデ。 。2.5Y8/1灰 白 。密 。赤橙色の彩色を施す。

E 。底部外面は指頭圧痕。
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器 法量(cm) 胎
番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

91 。口縁部はゆるやかに内弯して立 ち上がる。 。口縁部 は一段 の ヨコナデ。

大皿 15.3 3.1 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部内 面は ヨコナデ。 。7 .5YR8/2灰 白。密 ・ススけて い る。

D 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

92 。口縁部はゆるやかに内弯して立 ち上がる。 。口縁 ・体部 はヨ コナ デ。 。内面に炭化物が付着。

大皿 15.4 3.1 。口縁端部は丸くおさめる。 。底部内面はナデ。 。10YR8/2灰 白。密 。紅色 を施 す。
D 。底部外面は指頭圧痕。

土

。口縁部 は一段 の ヨコナデ。

93 。口縁部はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。口縁部 は一段 の ヨコナデ。

大皿 15.4 3.7 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体 部内 面は ヨコナデ。 。2.5Y8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。
D 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

94 。凹む底部か ら体部は内弯 して立ち上がる。 。口縁部 は一段 の ヨコナデ。

大皿 14.4 2.8 。口縁端部は反り気味に丸 くおさめる。 。体部内面 は ヨコナデ。 。10YR8!1灰 白。密 。内外面に炭化物付着。
D 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

95 。口縁部のナデの部分は弱 く内弯 している。 。口縁部 は一段 のヨ コナデ。

大皿 14.4 2.7 。口縁端部は丸くおさめる。 ・体 部内面 は ヨコナデ。 ・2.5Y8 ,'1灰 白。密
D 師 。底部内面はナデ。

・底部外面は指頭圧痕。

96 ・体部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 。口縁部 は一段 のヨ コナデ。

大皿 15.1 3.4 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部内面 は ヨコナデ。 ・2 .5Y8/1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す.

D 。底部外面は指頭圧痕。

97 。口縁部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 ・体 部内面 は ヨコナデ。

大皿 15.2 3.5 。口縁端部は外側に折 り返 し外反 している。 。底部内面はナデ。 ・7 .5YR8/2灰 白,. 密 ・赤橙色の彩色を施す。
E 。底部外面は指頭圧痕。

。口縁 部 は二段の ヨ コナ デ。

。口縁部はゆるやかに内弯 して立ち上がる。 ・体部 内面 は ヨコナデ。 。内面

98 。口縁端部は丸 くおさめる。 。口縁 部 は強 いヨコナ デ。 lose2!1黒

大皿 15.7 3.6 。口縁端部側面にナデ面。 ・・外 面 密 。内面に炭化物が付着.,
D 器 。底部外面は指頭圧痕。 10YR8`1灰 良

。口縁 部 は一段の ヨ コナデ。

.一 　 .一幽一 一_

99 。口縁部は直線的に立ち上がる。 ・口縁 部 は一段の ヨ コナデ。

大皿 14.了 3.4 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部内面はナデ。 IOfR8・1灰 白. 密 。内面 に ス ス付着 。
D ・底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

100 。口縁部は直線的に立ち上がる。 。囗縁 部 は一 段の ヨ コナ デ。

大皿 14.3 3.5 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部 内面 は ヨコナデ。 。10YR8!1灰 白 。密 ・内面に炭化物が付着。
D 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

101 15.6 ・体部 は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨き。

椀 底径 6.7 。口縁部は内弯ぎみ。 ・口縁 部 はヨ コナデの後ヘ ラ磨 き。 IOf2;'1黒, 密 ・・器高指 数43。
6.8 。器 高が高 く、 高い高 台が っ く。 。見込の暗文は不定方向に密 に磨く。

102 15.8 。体部 は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面ともていねいなヘラ磨き。 ・5Y3/1

碗 底径 s.s 。口縁部は外反す る。 。見込の暗文は密なため、部分的に しか表 オ リー ブ黒 、 密 ・器高指X92。
6.5 。器高が高 く、高い高台がっく。 現で きな い。

103

瓦

16.5 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面ともていねいなヘラ磨き。

婉 底径 6.0 。口縁部は外反す る。 。見込の暗文は密なため、部分的に しか表 。N2〆 黒。 密 ・器高指 数36。
7.5 。しっか り した高 台が つ く。 現できない。

　 　 冖 .一

104 15.1 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面 とも粗いヘラ磨き。 。重ね焼 きの 跡。

婉 底径 5.9 。口縁部内面は沈線(?)。 ・見込の暗文はジグザクの平行線文。 N4;'灰 。 密 。器高指 数39。
5.0 ・高台 は しっか り した ものが っ く。

105 15.1 。体部は内弯 ぎみに立ち上がる。 。内外面 ともていねいなヘラ磨き。

　

。器高指 数40。

椀 底径 6.0 。口縁部は内弯ぎみ。 。口縁部はヨコナデの後ヘラ磨き。 。2.5Y8/3淡 黄。密 。二次的に火にかか り
5.6 。口縁部内面に一条の沈線。 。見込の暗文は斜格子文。 炭素がぬけている。

。しっか り した高 台がつ く。

ios
器

15 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨 き。

碗 底径 6.3 。口縁部内面に一条の沈線。 。見込の暗文は斜格子文。 。N5/灰 。 密 。器高指数42程 度。
5.6 。器高が 高 く、高 い高台 がつ く。 。口縁部 は ヨコナデ。

107 15.9 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。外面のヘラ磨きは6回 に分けて仕上げる。 。2.5Y2i1黒 。 。器高指数42。

婉 底径 6.4 。口縁部内面に一条の沈線。 。内面のヘラ磨きも密であるが、灰化物が 密 。外面に砂、内面 に炭
5.4 ・しっか りした高台 がつ く。 ついているため表現できない。 化 物が っ く。
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器 法量(㎝) 胎

番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

ios 15.9 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 ・内外面 ともていねいなヘラ磨き。

婉 底径 s.z 。口縁部は外反す る。 。内面のヘラ磨きは下か ら上へ、放射状に ・NL5黒 。 密 ・器高指 数39。

6.4 。高 くしっか り した高 台がっ く。 仕上げる。

ios 15.6 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨き。 。2.5GY3/1

婉 底径 5.9 。囗縁部内面に一条の沈線。 。見込の暗文は斜格子文。 暗オ リー ブ灰。密 。器高指 数38。

7.0 。高 台は しっか りした ものが っ く。

110 15.5 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面 ともていねいなヘラ磨き。

婉 底径 6.3 。口縁部は外反する。 。見込の暗文は平行線文。 。N2/黒 。 密 。器高指 数41。

6.9 。器高が高 く、高い高台。

111

瓦
15 。体部は内弯ぎみに立ち上が る。 。内外面はていねいなヘラ磨き。 7.5Y2/2

婉 底径 6.4 。器高が高 く、高い高台。 b口縁部 はヨコナデの後ヘラ磨き。 オ リーブ黒 。 密 。器高指数43程度。

6.3 。見込の暗文はジグザクの平行線文。

112 16.2 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨き。

碗 底径 6.0 。高台は7m/m程度の台形の ものがっ く。 。口縁部は強くヨコナデの後ヘラ磨き。 ・N2/黒 。 密 。器高指 数37。

6.4 。見込の暗文はジグザクの平行線文。

113 15.4 。器 高が 高 く、高 い高台。 ・内外面はていねいなヘラ磨き。

腕 底径 6.9 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 ・見込の暗文は斜格子文。 。5Y7!1灰 白。 密 O器高指数45程度。

5.3 。口縁部内面に一条の沈線。 ・口縁部はヨコナデの後ヘラ磨き。

114 15.0 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。外面はヘラ磨きを3回 に分けて仕上げる 。器高指 数45。

婉 底径 6.7 。口縁部内面に一条の沈線。 。口縁部はヨコナデの後ヘラ磨 き。 ・10YR8/1灰 白。密 ・2次 的に火にかかっ

s.i 。断面三角形に近いしっかりした高台がっ 。見込の暗文は平行線文。 てお り炭素がぬけて

く。 い る。

115 15.1 ・体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨き。

婉 底径 6.2 。口縁部は外反気味。 ・見込の暗文は不定方向に密に磨く。 。N4/灰 。 密 ・器高 指数41。
s.z 。器高が高 く、高い高台。

116 15.2 。体部は内弯 ぎみに立ち上がる。 。内面 はていねいなヘラ磨き。

婉 底径 5.8 。口縁部は強 くヨコナデ し内面に段がっく。 。外面 はていねいなヘラ磨きであるが、部 。N3!暗 灰 。 密 。器高指数38。

s.a 。器高 が高 く、高 い高台。 分的である。
。見込の暗文はジグザグの平行線文。

ii7 15.6 。体部は内弯 ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘ ラ磨き。

婉 底径 5.9 。口縁端部は丸くおさめる。 。見込の暗文はジグザグの平行線文。 。2.5Y7ノ'1灰 白。 密 。器高指数38程度。

7.0 。器高 が高 く、高 い高台 。

ll8

器
小皿 9.9 2.7 ・体部は直線的に立ち上がる。 。内外面は粗いヘラ磨き。 。N5/灰 。 密

・見込の暗文はジグザクの平行線文。

119 台付 9.9 。体部は内弯 ぎみに立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨き。

底径 2.9 。高 い高台 がつ く。 。見込の暗文は平行線文。 。N4/灰 。 密
小皿 4.了

izo 。体部は内弯ぎみにまっすぐ立ち上がる。 。内外面はていねいなヘラ磨 き。 1.5YR7i1 。内面にススが一部付

椀 15.2 6.2 。口縁端部は丸くおさめる。 。口縁部 は ヨコナデの後 ヘ ラ磨 き。 明褐灰。 密 着。
。器高が高 く、高い高台。 ・見込の暗文はジグザグの平行線文。 。器高指数41程度。

121 。口縁部はやや内弯して立ち上がる。 。口縁部 は ヨコナデ。

甕 30.4 。胴部はあまり張 らず直線的な感 じを受け ・体部外面は不定方向のハケで仕上げる。 。2.5Y7!2灰 黄。粗
る。 。体部内面はナデ。

122 。口縁部は直線的に立ち上が り、端部を内 。口縁部 は ヨコナデ。 ・火にかか り外面はス

土 甕 30.9 側に折り返す。 。体部外面はタテ方向のヘラ削り。 。10Y8/1灰 白。 粗 スが付着。
。頸部内面はヨコ方向のヘラ削り。

。体部内面はタテ方向のヘラ削り。

125 。口縁部は直線的に立ち上が る。 。口縁端 部 はヨ コナデ。 ・火にかかり外面はス

甕 31.9 25.7 。胴部は少 し張る。 。体部外面はタテ方向のハケ。 。2.5Y7/1灰 白 。粗 スが付着。
・底部は丸底。

izs

師
・体部はやや内弯して立ち上がる。 。口縁端 部 はヨ コナデ。 。破砕後も火にかかっ

甕 34.6 25.8 。底部は丸底。 。5Y8/2灰 白。 粗 ており、各破片の焼

け具合がちがう。

127 。口縁部はやや内弯 して立ち上がる。 。口縁部 内面 は ヨコナデ、 外面 はハケ。 。火にかかり外面はス

甕 33.4 22.4 。底部は丸底。 。体部外面はタテ方向のハケ。 。10YR8/1灰 白。粗 スが付着。

器 。底部外面は不定方向のハケ。

。体部内面はヘラ削 り。

128 。口縁部は直線的に立ち上がる。 。口縁 部は ヨ コナ デ。 。5YR了/2

甕 32.6 ・胴部は張らない。 。体部はタテ方向の粗いハケ。 明褐灰。 粗 。火 にか かる。
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器 法量(㎝) 胎

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考番号 器形
種 口径 器高 土

129 。口縁部 はやや外反 して立ち上がる。 。口縁部 は ヨコナデ。 。火にかかり外面はス

甕 35.4 。胴部はあまり張 らず丸底。 。体部外面 ・内面はナデ。 。2。5Y7/1灰 白 。粗 スが付着。

土 。底部外面は不定方向のハケ。

。口縁部内面はヨコ方向のハケ。

130 。口縁部は短く直線的。 。口縁部 は ヨコナデ。

羽釜 29.8 。胴部はやや長い。 。体部はヘラ削 りが部分的に見えるが全 。2.5Y8/2灰 自。粗 。火にか か る。

体は不明。

師
131 羽釜 20.0 ・口縁部は短く直線的。 。口縁部 ・鍔 は ヨコナデ。 。5YR8/1灰 白。粗 。火に かか る。

・胴部はやや長い。 。体部外面は指頭圧痕。

132 羽釜 25.6 。口縁部は短く直線的。 ・口縁部 ・鍔 は ヨコナデ。 。2.5Y8/2灰 白。粗 。火 にかか る。

。胴部はやや長い。 。体部外面は指頭圧痕。

器
134 。口縁部はやや内弯 して立ち上がる。 。口縁部 は ヨコナ デ。 b火 にかかり体部は赤

甕 36.2 。体部外面は調整 しない。 。5Y7/1灰 白。 粗 褐色に変色。
。体部内面はナデ。

表3溝1出 土土器観察表

器 法量(cm) 胎

形 能 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考番号 器形 '臣 、

種 口径 器高 土

135 ・口縁部 は強 く外反する。 。口縁部 は強い ヨ コナデ。 。2,5YR7!4

小皿 9.0 1.7 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体 部内面 は ヨコナデ 。 淡赤橙。 密

COA) 。底部外面は指頭圧痕。

136 。口縁部は外反する。 ・口縁部はやや強いヨ7ナ デ。

小皿 9.7 1.8 。口縁端部は内側に折り返し肥厚する。 ・体部内面はヨコナデ。 。2 .5YR8/1灰 白 。密
COB) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

137 土 ・口縁部は強く外反する。 。口縁部 は強 い ヨコナデ。 。鮮やかな赤橙色を施

小皿 9.8 1.7 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚す る。 。体部内面 はヨ コナデ。 。10YR8!1赤 橙。密 す。

COA) 。底部内面 はナデ。 。一部下地の白が認め

。底部外面 は指頭圧痕。 られ る。

138 。口縁部は外反す る。 。体部内面 はヨコナデ。

小皿 9.4 1.7 ・口縁端部は肥厚気味。 。底部外面は指頭圧痕。 。10YR8/2灰 白。密 ・紅色を施す。

COB) 。口縁部はやや強いヨコナデ。

139 。口縁部は強 く外反する。 ・口縁部 は強 い ヨコナ デ。 。赤橙色の彩色を施す。

小皿 10.4 1.5 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体部 内面 は ヨコナデ。 ・10YR8/1灰 白。密 ・底部に籾痕あり。

COA) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

140 。口縁部は強 く外反す る。 。口縁 部 は強 い ヨコナ デ。

師 小皿 10.0 1.6 ・口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体部内面はヨコナデ。 。10YR8/1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OA) 。底部内面はナデ。

・底部外面は指頭圧痕。

141 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.5 1.7 ・口縁端部は肥厚気味。 。体部内面はヨコナデ。 。10YR8/2灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

COB) 。底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。

142 。口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。

小皿 9.2 1.7 。口縁端部は肥厚気味。 。体部内面はヨコナデ。 。10YR8/1灰 白。密 。赤橙色の彩色を施す。

(OB) 。底部外面は指頭圧痕。

143 。口縁部は強 く外反する。 。口縁部は強く外反する。 7.5YR8/2

小皿 9.2 1.8 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部内面はヨコナデ。 灰 白。 密 。赤橙色の彩色を施す。
COA) 。底部外面は指頭圧痕。

144 器 小皿 9.6 1.6 。口縁部はやや外反する。 。口縁部 ・体部内面はヨコナデ。 7.5YR8/2 密 。赤橙色の彩色を施す。

COC> 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。底部外面は指頭圧痕。 灰 白。

145 。口縁部は強 く外反する。 。口縁 部 は強い ヨ コナデ。 07 .5YR8/2

小皿 10.2 1.5 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部内面はヨコナデ。 灰 白。 密 。赤橙色の彩色を施す。

COA) 。底部外面は指頭圧痕。

146 ・口縁部は外反する。 。口縁部はやや強いヨコナデ。 7.5YR8/3

小皿 9.1 1.4 。口縁端部は内側に折り返 し肥厚する。 。体部内面はヨコナデ。 浅黄橙。 密 。赤橙色の彩色を施す。
COB) ・底部内面はナデ。

。底部外面は指頭圧痕。
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器 法量(㎝) 胎
番号 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 備 考
種 口径 器高 土

147 ・口縁部は強 く外反す る。 。口縁 部 は強い ヨコナデ。 ・7.5YR8/2

土 小皿 io.o 1.7 。口縁端部は内側に折 り返 し肥厚する。 。体部 内面 はヨ コナデ。 灰 白。 密 ・赤橙色の彩色を施す。

COOA) 。底部外面は指頭圧痕。

148 。体部はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。体部 内面 はヨ コナデ。 07 .5YR8,!2

大皿 15.1 3.1 。口縁端部は丸 くおさめる。 。底部外面は指頭圧痕。 灰 白。 密
D 師 。口縁 部 は一 段の ヨコナ デ。

149 。体部はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。口縁 部 は二 段の ヨコナ デ。 。了.5YR8/2 ・赤橙色の彩色を施す。

大皿 14.8 3.5 。口縁部は直線的に立ち上がる。 。体部 内面 はヨ コナデ。 灰 白。 密 。底部に籾痕あり。
E 。口縁端部は丸 くおさめる。 。底部外面は指頭圧痕。

150 器 ・体部はゆるやかに内弯して立ち上がる。 。口縁 部 は一 段の ヨ コナ デ。 。7.5YR712

大皿 13.4 2.8 。口縁端部は丸 くおさめる。 。体部 内面 はヨ コナデ。 明褐灰。 密
D 。底部外面は指頭圧痕。

151 。体部は直線的に立ち上がる。 。内外面ともヘラ磨きされるが磨耗のため

小皿 10.3 2.0 。口縁部は外反する。 観察できない。 ・N3!暗 灰。 密
瓦 ・見込の暗文は平行線文?

152 14.9 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 ・内外面ともやや粗いヘラ磨き。

碗 底径 5.4 。口縁部内面に一条の沈線。 。口縁 部 はヨコナ デの後 ヘ ラ磨 き。 。N3,!暗 灰 。 密 。器 高指数36。
5.4 。高 台 は5皿/ID程度の台 形の ものが っ く。 。見込の暗文は粗いジグザグの平行

線文 。

153 器 。体部は内弯ぎみに立ち上がる。 。内面はわずかに間隔のあ くヘラ磨き。外

碗 15.8 (5.8) 。口縁は外反ぎみ。 面は少し間隔のあ くヘラ磨き。 。N4%灰 。 密 。器高指数37程 度。
。口縁内面に一条の沈線。 ・見込の暗文は斜格子文。

① 口縁部は強く外反する。

② 口縁部は外反する。

③ 口縁部はやや外反する。

④ 口縁部は直線的に立ち上がる。

A口 縁部は強いヨコナデ。

B口 縁部はやや強いヨコナデ。

C口 縁部 ・体部内面はヨコナデ。

D口 縁部は一段のヨコナデ。

E口 縁部は二段のヨコナデ。
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図13 出土遺.物実測図(墓 一1) 30



図14 出土遺物実測図(灰 の詰まった穴) 31



図15出 土遺物実測図(灰 の詰 まった穴)-32一



図16出 土遺物実測図(灰 の詰ま った穴)-33一
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図18出 土遺物実測図(灰 の詰 まった穴)
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図20 出土遺物実測図(溝 一1)
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